
Ⅶ-2「溶融スラグ骨材検査表｣
	会社名
	
	工場名
	

	検査年月日
	平成　　年　　月　　日

	検査員名
	


JIS A 5031-2016（一般廃棄物、下水汚泥又はそれらの焼却灰を溶融固化したｺﾝｸﾘｰﾄ用溶融ｽﾗｸﾞ骨材）

	呼び方
	

	製造年月日
	平成　　年　　月　　日

	製造工場名
	

	製造者名
	

	試験成績表の日付

検査年月日

試験年月日

試験期間
	有害物質の溶出量
	平成　　年　　月　　日

	
	有害物質の含有量
	平成　　年　　月　　日

	
	化学成分
	平成　　年　　月　　日

	
	塩化物量
	平成　　年　　月　　日

	
	膨張性
	平成　　年　　月　　日

	
	物理的性質
	平成　　年　　月　　日

	
	アルカリシリカ反応性
	平成　　年　　月　　日

	
	粒度及び粗粒率
	平成　　年　　月　　日

	有害物質の溶出量（mg/㍑）
	有害物質の含有量（mg/kg）

	項目
	溶出量基準
	判定
	項目
	含有量基準
	判定

	カドミウム
	0.01以下
	
	カドミウム
	150以下
	

	鉛
	0.01以下
	
	鉛
	150以下
	

	六価クロム
	0.05以下
	
	六価クロム
	250以下
	

	ひ素
	0.01以下
	
	ひ素
	150以下
	

	総水銀
	0.0005以下
	
	総水銀
	15以下
	

	セレン
	0.01以下
	
	セレン
	150以下
	

	ふっ素
	0.8以下
	
	ふっ素
	4000以下
	

	ほう素
	1.0以下
	
	ほう素
	4000以下
	

	化学成分（％）

	項目
	規定値
	判定

	酸化ｶﾙｼｳﾑ（CaOとして）
	45.0以下
	

	全硫黄（Sとして）
	2.0以下
	

	三酸化硫黄（SO3として）
	0.5以下
	

	金属鉄（Feとして）(1)
	1.0以下
	

	注(1)　附属書B(規定)による場合は,判定欄に“附属書B”と記述とする。

	塩化物量（NaClとして）
	0.04以下
	

	膨張性

	規定値
	判定

	測定開始後24時間経過後のﾓﾙﾀﾙに膨張があってはならない
	

	
	

	物理的性質

	溶融スラグ粗骨材
	溶融スラグ細骨材

	試験項目
	規定値
	判定
	試験項目
	規定値
	判定

	絶乾密度
	2.5以上
	
	絶乾密度
	2.5以上
	

	吸水率
	3.0以下
	
	吸水率
	3.0以下
	

	安定性
	12以下
	
	安定性
	10以下
	

	粒形判定実績率
	55以上
	
	粒形判定実績率
	53以上
	

	微粒分量
	1.0以下
	
	微粒分量(2)
	7.0(5.0)以下
	

	注(2)　括弧内は、ｺﾝｸﾘｰﾄの表面がすりへり作用を受ける場合である。

	アルカリシリカ反応性

	試験項目
	区分

	JIS A 1145（化学法）
	

	JIS A 1146（モルタルバー法）
	

	JIS A 1804（迅速法）
	

	試験を行っていない
	

	粒度及び粗粒率

	試験項目
	規定値
	判定

	粒度
	ふるいを通るものの質量百分率（％）に適合
	

	粗粒率
	粗骨材：購入契約時に定められた粗粒率の±0.30以内

細骨材：購入契約時に定められた粗粒率の±0.20以内
	


	項目
	適用範囲
	数値・状況

	配合
	水セメント比（％）
	55以下
	
	
	

	
	設計基準強度（N/㎜2）
	35以下
	
	
	

	
	設計空気量（％）

（申請製品が縁石類・側溝類の場合は5.5±1.5％）
	
	
	

	
	ｽﾗｸﾞ骨材の使用率又は使用量
	
	
	

	
	ｱﾙｶﾘ骨材反応抑制対策  （総量・混合ｾﾒﾝﾄ・無害骨材）
	
	
	

	保管
	ｽﾗｸﾞ骨材の保管管理状況
	飛散・流出の有無
	

	溶融スラグ骨材を使用する申請製品名

	製品の種類
	製品名

	
	

	
	

	備考
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